
数学的思考力・表現力を育てる活用の指導

　　　　　　　一一斉指導における算数的活動を工夫してー
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１。はじめに

　　私の勤務している小学校は，全学年単学級で児童

数１４３名の小規復校である。担任する５年A組は，

児童数が男子１３名，女子１．名の２３名である。

本学級は,名古屋市教育委員会が市内小学５年生（と

中学２年生）に実施している国語と算数の学習状況

調査（４月１８日実施）の結果から，学級全体とし

て学力が全国平均より低いことが分かった。

　特に算数では，「数学的な考え方」と「表現・処理」

の学級得点率が全国得点率に対して大きく下回った。

　また，名古屋市数学研究会が作成した算数・数学

実態調査を実施した結果も，「数学的な考え方」を調

べる問題において，抽出校の正答率よりかなり低い

数値となった。

　普段の算数の授業で,習得場面での計算問題や「面

積や体積を求める公式は？」というような知識・理

解に関する発問では，児童は意欲的に発表し高い理

解度を示す。　しかし，活用場面での「どのように求

めますか？」「どう考えたのか説明しましょう。」と

いう発問になると，途端に挙手が減って正答率が低

くなり，児童の数学的思考力や表現力の不足を感じ

ている。

　また，算数の得意な児童は課題を早くやり終えて

しまい，苦手な児童は一問も解けずにいることもあ

る。そのような場合，ティームティーチンクの教員

と分担して苦手な児童に個別指導をしたり，教師が

類似の問題を黒板に書いて，得意な児童に解かせた

りしている。それほど児童の学力に個人差かおる。

　個人差の大きい学級で，どのように指導を工夫す

れば，全ての児童の算数の力を伸ばすことができる

のかが課題であった。

２。実践研究主題の設定

　（１）一斉指導による活用

　今日の教育課題や学級の実態から，研究の主題を

下のように設定した。

主題　数学的思考力・表現力を育てる活用の指導

副題 一一斉指導における算数的活動を工夫して一

　数学的思考力や表現力を育てるのは「活用」の場

面である。活用の場面で，発展的な課題を設けて学

習プリントを作成するのではなく，主に教科書を使

った授業の中で，活用を通して児童の数学的思考力

・表現力を高めたい。なぜなら，教科書が一番優れ

た教材だからである。

　また，どの児童にも数学的思考力・表現力の芽を

育てたい。そこで，児童を到達度別グループに分け

たり少人数指導をしたりせず，一斉指導の授業形態

で実践する。算数の得意な児童の発想や発言が，苦

手な児童の学びとなる。また，苦手な児童の気づき

が，他の児童の学びを深めることもある。児童の学

び合いによって，学力の個人差に対応したい。

　（２）活用としての算数的活動

　文部科学省は，算数的活動を下のように定義して

いる。（注１・下線は筆者）

　算数的活動とは，児童が目的意識をもって主体

的に取り組む算数にかかわりのある様々な活動を

意味している。…中略…　算数的活動には，様々

な活動が含まれ得るものであり，作業的・体験的

な活動など身体を使ったり，具体物を用いたりす

る活動を主とするものがあげられることが多いが，

そうした活動に限られるものではない。算数に関

　　　　　　　　　　　　　-する課題について考えたり，算数の知識をもとに

発展的。応用的に考えたりする活動や，考えたこ

となどを表現したり，説明したりする活動は，具

体物などを用いた活動でないとしても算数的活動

に含まれる。

　　具体物などを用いた作業的・体験的活動は，主に

　「習得」場面での学習であり，下線部の「発展的・

応用的な思考・表現・説明」などの活動を，主に「活

用」場面での学習として捉えることができる。

３。めざす児童の姿

　児童が社会へ出て活躍し，自己実現をするために

は，目前の課題を把握し，深く思考し，自分なりの

考えを持ち，それを他者に分かりやすく表現するこ

とが大切である。

　算数の学習を通して，児童が課題について解決の

見通しをもち，筋道を立てて考え，いろいろな方法

で解決をする。そして，自分の考えを友達に論理的

に分かりやすく表現する。友達の表現を受け止め，

さらに自分の考えを振り返り深める。

　その算数の学習の積み重ねで高まった思考力や表

現力を学校生活全般で発揮し，向上的変容のある学

校生活を送る。それが私のめざす児童の姿である。
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４。なぜ，「活用」の学習が重視されるのか

　に）国際的な学力調査の結果からの「活用」

　経済協力開発機構（OECD）による生徒の学習

到達度調査（PISA）の数学的リテラシーの結果

は，2000年１位, 2 0 0 3年６位, 2 0 0 6年

１０位，2009年9位である。かつての日本は，

数学と科学で世界のトップレベルにあったが，20

03年を境にどちらも下降に転じ，その後さらに下

落傾向が続いたことから「PISAショック」と呼

ばれ，脱ゆとり教育のきっかけとなった。

　また，国際教育到達度評価学会（IEA）が実施

する国際数学・理科教育動向調査（TIMSS）の

小学校４年生の数学の結果は，参加国の増加はある

が, 2 0 0 3年３位, 2 0 0 7年４位,2011年

５位と順位を下げている。

　２つの国際的な学力調査結果の順位は，あくまで

参加した国々地域での相対的な位置ではあるが，そ

の結果分析から知識。技能を実際の場面で活用する

力に課題かおることがわかった。

　（２）改正学校教育法に示された「活用」

　2007年に改正された学校教育法の中で,「習得」

した基礎的な知識々技術を「活用」して，課題を解

決するために必要な思考力・判断力・表現力を育み，

主体的に学習に取り組む態度を養うことが示された。

　生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基

礎的な知識及び技能を習得させるとともに，これ

らを活用して課題を解決するために必要な思考力。

　　一判断力，表現力その他の能力をはぐくみ，主体的

に学習に取り組む態度を養うことに，特に意を用

いなければならない。（注２・下線は筆者）

（３）学習指導要領の「活用」

　2008年３月２８日に公示された学習指導要領

では，「児童の思考力，判断力，表現力等を育む観点

から，基礎的・基本的な知識及び技能の活用を図る

　　　　　　　　　　　　　　　一学習活動を重視する．」（注３・下線は筆者）と明確

に示し，全教科にわたって児童の「活用する力」を

養うことを求めた．そして，算数の教科目標は次の

通りである．（注４・下線は筆者）

　算数的活動を通して，数量や図形についての基

礎的・基本的な知識及び技能を身に付け，日常の

事象について見通しをもち筋道を立てて考え，表

　　　　　　　　　　　　　　　一現する能力を育てるとともに算数的活動の楽し

さや数理的な処理のよさに気付き，進んで生活や

　　　　　　　　　　　　　　一学習に活用しようとする態度を育てる．

　今回の改訂で，筋道を立てて考える能力だけでな

く，新たに表現力が加えられた。また，「生かそうと

する」という表現を「活用しようとする」に改め，「学

習に」を加えて「進んで生活や学習に活用しようと

する態度を育てる。」とし，活用の重視が明記されて

いる。

　（４）全国学力。学習状況調査結果からの「活用」

　義務教育の機会均等とその水準の維持向上のため

に，全国的な児童生徒の学力や学習状況の調査が2

007年から実施されている。対象は小学校６年生

と中学３年生で，国語と算数（数学）の学力調査と

質問紙調査を行ってきた。　さらに，本年度から理科

を追加して実施することとなった。

　その算数の調査は，「算数A」（主として「知識」

に関する調査）と「算数B」（主として「活用」に関

する調査）に分かれている。

　２０TL２年４月１７日に実施された本調査の算数

Aの全国平均正答率は７ 3. 5%で，算数Bは５ ９．

２％であり，本年度の調査結果からも，知識・技能

等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課

題解決のための構想を立て実践し，評価・改善する

力に課題かおることがわかった。（注５）

５。研究実践の構想と方法

　（TL）「活用」の定義

　国立教育政策研究所教育課程研究センターが全国

学力・学習状況調査の間題を作成する基本理念を基

にして，算数の「活用」を「習得」と区別して，自

分なりに次のように定義した。

　　習得とは，既習内容を基にして算数の基礎・基

本となる知識や技能を獲得することである。

　活用とは，習得した知識・技能を生かし，言葉

や数，式，図，表，グラフなどを適切に用いて，

課題について論理的に考え，判断し，表現して解

決をすることである。

（２）研究仮説と手立て

研究仮説　　「活用」を３つのパターンに分類し，児童に「活

用」となる算数的活動を通して課題解決をさせるこ

とで，児童の数学的思考力・表現力を向上させるこ

とができるであろう。
［手立て］

　授業において，児童が習得した知識や技能を十分

に活用するには，習得から活用への「つなぎ」のス

テップが必要であることを感じている。また，習得

後に適用問題を解くことや,他の解法を考えること，

解法を級友に説明することも「活用」と考えられる。

さらに，いくつかの情報から必要な情報を選択して

数学的に処理し，問題解決をすることも「活用」で

ある。

　そこで，志水廣教授と中妻雅彦教授の指導を受け

て，「活用」を３パターンに分類した。（表１）また，

その３パターンの活用を一斉授業に取り入れた場合

に考えられる算数的活動を，表にまとめた。（表２）

表中の活用A・Bを，本研究の手立てとする。
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表１　「活用」の３パターン

活用A（ミニ活用）　習得したことを活用へつなげる橋渡し役の活用

活用B（主活用）　習得したことを基に，活用Aで付いた力をさらに応用・発展・表現さ

　　　　　　　　　せて，問題解決を図る活用

活用C　　　　　　　知識・技能等を実生活の様々な場面に使ったり，課題解決のための構

　　（発展的活用）想を立て実践し評価・改善したりする活用

活用C

(発展的

　活用)

表２　「活用」となる算数的活動

①図々表にかいて考える。

②数直線や線分図をかいて考える。

③解答が正しいか確かめる。

学習指導要領における算数的活動

①問題文章中の対象物を替えて考える。

⑤数式々問題文章中の数字を替えて考える。

⑥適用問題を解く。

⑦事実や解決の方法，解答の理由を友達に説明する。 記述する。

口述する。

　(3) 1時間の中の「習得」と「活用」

　算数の習得と活用は，境界

線が緩やかで双方向に機能し

合いながら学びが高まってい

くと考えられる。

　上の「表２『活用』となる

算数的活動」の通り，活用を

３種類に分けて，活用A（ミ

ニ活用）・活用B・活用Cと

名付け，実際の１時間の授業

では，復習・習得・活用A・

活用Bを右のように構成す

る。（図１）

①　前時（既習内容）の復習

　授業の始めに，既習内容の

復習を行って，今までに習得

した知識や技能の想起・確認

・強化をする。

②　既習内容を基にした未習

　内容の習得

　習得とは，常に既習内容を

基にして新しい知識や技能を

獲得していくことである。教

材や教具，算数的活動を工夫
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図１　習得・活用のイメージ　（日比野　2．12）

⑧違う方法での解決の仕方を考える。

⑨多くの情報の中から，必要な情報を選択して問題を解決する。

⑩適用間題と似た問題を自分で作って解く。

⑥生活場面に見られる問題を，知識・技能を複合的に使って解く。

⑩論理的に問題を解決し，その方法や結果を見直し，妥当性を評価し

　　てさらに改善する。　　（＝全国学力・学習状況調査の「算数B」）



し，分かりやすい教え方で，すべての児童に知識や

技能を確実に習得させる。この習得が，主活用の前

提となる。

③　主活用へのつなぎの活用・・活用A（ミニ活用）

　習得と活用は明確に分けることができないので，

学習のプロセスとして二つは分類されず，連続させ

て相互に関連付けられる。そこで，習得と主活用の

間をつなぐ活用A（ミニ活用）をステップとして考

え，この活用Aで，どの児童も既習内容を活用した

習得を基に，次の主活用へと導く。

④　主活用・。・活用B

　本時に習得した知識・技能を適用問題などで活用

する。京都大学の田中耕治教授は，習得と活用の関

係について「①『活用』のするには，『習得』の裏づ

けがなくてはならないということ。②『活用』とは

　『学び直し（知の洗練化）』と『まとめ直し（知の総

合化）』という，それ固有の指導場面を必要とするこ

と。」と主張している。（注６・下線は筆者）その「学

び直し」や「まとめ直し」を，この「活用B」とな

る算数的活動を通して行う。そのことで，習得がさ

らに強化される。

⑤　発展的活用・・・活用C

　知識・技能等を実生活の様々な場面に使ったり，

課題解決のための構想を立て実践し評価・改善した

りする活用である。研究対象にはしないが，その内

容は全国学力・学習状況調査「算数B」に該当する。

　（２）実践の記録

①　授業実践１

　０単元「小数×小数」１２時間完了（１／１２）

　○日時　平成２４年５月２２日（火）

　○本時のねらい

　　整数×小数の意味を理解して立式し，計算の仕

　方を考えることができる。

　○本時の活用

　　活用A（ミニ活用）として，児童に数直線図を

　　かかせて,整数×小数の計算の仕方を考えさせた。

　　次時は，活用Bとして，言葉や式，数直線図を使

　　って，整数×小数の計算の仕方を級友に説明する

　　学習を行った。本時は，その説明活動のための自

　　力解決までを行った。

T１：みなさんは，４年生の時に習った０．３×８

　　　のやり方を覚えていますか？（０．１のカー

　　　ドを見せて）これががいくつ分になるのかと

　　　いうのを考えてね。

：８０×２＝１６．答え１６０円です。

：では，３m買ったときの代金は？

：８０×３＝２４０　答え２４０円です。

：２つの式を立てて２人のリボンを買ったとき

　の代金を求めてもらいましたが，それを言葉

　の式にしてもらいますね。　８０つてどんな数

　ですか？

C５：リボンを１m買うときのねだz

T６：２と３は？

C６：リボンの長さ。

T７：１６０と２４０は？

C６：リボンの代金。

：では，リボンの代金を求める言葉の式は？

：１mのねだん×長さ＝代金。

：言葉の式を使って，リボンを2. 3m買った

　時の代金を求める式は？

C８：８０×２．３です。

T９：では，８０×２．３の計算の仕方を考えまし

　　　ょう。計算の仕方を考えるときに大変役に立

　　　つのが数直線図です。その数直線図をみなさ
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んにかいてもらいます。先生と一緒にかきま

しょう。

４。計算の仕方の記述　・。。ステップ④活用B

T １０：この数直線図を基にして，計算の仕方をノー

　　　トに書いてもらいますね。文章，言葉，式，

　　　数字などを使って，友達が見て分かるように

　　　８０×２．３をどうやって計算すればよいの

　　　かをノートに書きましょう。

　　　----------------------------------------------
分析］児童に数直線図をかかせたことによってす

べての児童がリボンの値段と長さの数量関係引

け巴握し，計算の仕方を考え，ノートに記述すること

ができた。　しかし，数直縮図に関して，次の2

つの反省点があった。　　　　　　　　　　　　　　｜

１　１つ目は，数直線図に０．１の目盛りがないこ|

|とてある。児童にかかせた数直線図は，教科書に|

|載っているものと同じで，８０×２．３の演算決|

|定には有効である。　しかし，０．１の目盛りがな|

|く，児童から１mを１０等分した「0 . 1 mが（

㈲）になるという発想を引き出しにくく，答えを

出せない児童がいた。　　　　　　　　　　　　　　

１　２つ目は，児童が数直線図をかくのに時間がか

|かってしまい，計算の仕方を考えてノートに記述

ける時間が短くなってしまったことである。児童

は，定規の扱いや目盛りをうつことに予想以上の

雨間を要した。そのため，児童が計算の仕方を利

江，表現する時間を十分確保できなかった。　　

②　授業実践２

　授業実践１の数直線図に関する反省を生かして，

授業実践２の「小数×小数」の指導を考えた。その

改善点は次の通りである。

　：　　　　【児童に配布した数直線図】　　　　：

　：　児童が計算の仕方を考えやすくするために，数:

　:直線に0.1の目盛りを入れた。また，児童が考え:

　:表現する時間を十分確保するために，教師が数直:

　:線図を印刷して児童に配布し,ノートに貼らせる。：

　：　その数直線図は，児童にひもの長さと値段の関:

　呼を考えさせるために値段とびもの長さの数司

　匯，児童自身に記入させる形にした。この数値帽

　|人れることが，児童の思考のための材料となる。　｜

　：　１mの値段口が，９６÷２．４の答えである。：　|_________________________________________________」
　○単元「小数÷小数」１１時間完了（１／１ １）

　○日時　平成２４年６月１２日（火）

　○本時のねらい

　　整数÷小数の意味を理解して立式し，計算の仕

　方を考えることができる。

　○本時の活用

　　活用A（ミニ活用）として児童に数直線図をか

　かせて，整数÷小数の計算の仕方を考えさせた。

　次時は，活用Bとして，言葉や式，本時でかいた

　敷直縮図を使って，整数÷小数の計算の仕方を級

　友に説明する学習をした。本時は，その説明の活

　動のための自力解決までを行った。

１．既習内容の復習　　・・・ステップ①復習

T 11:今日から小数×小数が終わったので，「小数

　　　　÷小数」の勉強に入りたいと思います。では，

　　　　復習を１つやりましょう。昨日「準備運動」

　　　　の問題で，こういうのがありました。

　　　　0.6Lのジュースを３人で分けます。

　　1人分は何Lですか。

　　　　という問題がありましたね。まず，式をだれ

　　　　かどうぞ。K君。

C９：0.6÷３．

T１２：どうですか？

C全：いいですよ。

T13:これを解くのに途中の式を立てましたよね。

　　　どんなふうに途中の式を立てたか覚えていま

　　　すか？昨日やったばかりだよ，「準備運動」で。

　　　どうするんでした？O君。

C１０：0.1×（６÷３）
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T14:どうですか？

C全：いいですよ。

T １５：０．１に分けて考えたのですよね。こうする

　　　　と，かっこを先に計算しましょうか。　０．１

　　　　かげろ，これ（６÷３）がいくつになるの？

Cll： ２。

T１６： ２ですね。そうすると答えが？

C１２：０．２。

　　　分析］４年生の単元「小数÷整数」や前単元「小引

|×小数」で小数の計算を「０．１に分けて考える」｜

|ことを学んでいる。その方法を本単元でも活用さ

せるために導入時に復習させた。　これはヒント包

含法（志水・1998注７）として後の児童の自力解決

T １７：１mのひもの値段が，簡単に出るのはどれか

　　　　な？

C１３：２と３じゃない？

T １８：２mと３mは，簡単に出せそうだね。　じゃあ

　　　　出してみようか。みんなで。まずは，２mか

　　　　らいこうか。　じゃあ, 2m 9 6円のひもの１

　　　　mの値段はどんな式で求まるかな？　H君。

C１４：９６÷２

T１９：どうですか？

C全：いいです。

T２０：９６÷２．計算するといくつ？

C１５：４８．

T２１：次は，簡単に答えが出てきそうな３m。これ，

　　　式を立てられるかな？O君。

C１６：９６÷３

T22:どうですか？

C全：いいですよ。

T２３：９６÷３，これいく

　　　つになる？

CIﾌ：３ ２。

C全：いいです。

T 24:では, 2. 4m 9 6円のひもの１mの値段を

　　　求める式を考える前に言葉の式を作ってみ

　　　たいと思います。（代金÷長さ＝１mの値段）

３．数直線図の作図　・・・ステップ③活用A

T ２５：みんなが立てたこの式（９６÷2. 4)は合

　　　ってる。　これでいいんだね。じやあ，この答

　　　え出せる？いきなりは出せないと思いますの

　　　で，ここでも数直線図で考えてみたいと思い

　　　ますね。今日は，先生が印刷したものをノー

　　　トに貼ってもらいたいと思います。数字が入

　　　っていません。数字を入れて，完成までみな

　　　　さんに作ってもらいましょう。

［自力解決］・・・ステップ④活用B

T２６：９６÷２．４の答えを出すのに，これ（数直

　　　　線図）を使った人いない？せっかく先生が作

　　　　ったこれ。

C １８：２．４を別のだから　るんだよ

T27:それってどういうこと？

C19:だから,..2.4を0.1×２４にする

T 28:あ，すごい。　０．１×２ ４。 数直線図で細か

　　　　い線を引いた１個が０．１だね。これが，何

　　　　個あるの？

C２０：２４個。

T ２９：２４個あるんだよね。それを使って，９６÷

　　　　２．４の答え出る？紫の部分を出せばいいん

　　　　だよね。紫は，この０．１が何個分？

C２１： １０個分。

T 30: TLO個たまわ。　じやあ，0.TLはいくらかを

　　　　出して，ここまでいけば，この１mのひもの

　　　　値段が出てくるんじやないかな。

　　　分析］c l8の「２．４を別の所から見るんだよ。」

やc l9の「だから２．４を０．１×２４にする。」

|は水時のねらいに迫るすばらしい発言であった。

;T 27の「それってどういうこと？」という切り返

|しで，「０．１に分けて考える」という大切なこと

を学級全体に広げることができた。それは復唱法（

志水）による効果である。子どもだらけ，数咸

縮図を使って, 2.4は,0.1が２４個分であ

にことをすぐ理解できた。それは, 0.1の目盛

|りの入っだ敷直線図が有効であったと考える。　　

　③　授業実践３

　０単元　「式と計算」４時間完了（２／４）

　○日時　平成２４年７月３日（火）

　○水時のねらい

　　　個数を求める問題について，式と図を結び付け

　て求め方を考え，説明することができる。

　○本時の活用

　　活用Bとして，式と図を結びつけた理由を級友

　に説明させた。次に，また活用Bとして，教師が

　主問題に関連した適用間題を追加して出題した。

１．既習内容の復習　・・・ステップ①復習

T 31:まずは，少し復習から始めましょう。　２年生

　　　の復習，九九です｡(3×4,4×3と板書する｡)

T 32: どちらも１２ですよね。でも，式の意味が違

　　　います。では，絵を貼りますので，この式が

　　　どちらの絵にあたるか，考えてください。
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2.本時の課題　‥・ステップ②習得

　　　１mのひものねだんは，それぞれ何円にな

　りますか。

　　　(2m, 3m, 2. 4mで９６円のひも）



［分析　本時は既習事項であるかけ算の意味「１つ

分の数」×「いくつ分」＝「全部の数」を活用す

る。そのため，ヒント包含法（志水）で押さえて

おくことが必要だと考え復習をさせた。子どもだ

ちは，意味を考えて式と図を正しく対応させるこ

　右のように，おかしが箱に入って

います。みらいさんは，の個数を

求める式を，４×５と考えました。

みらいさんの考え方を説明しましよ

C 22:このお菓子を４個ずつにして，

　　　るから，４×５．

T３３：みなさん，どうですか。

C全：いいです。

T34:とても短くて,分かりやすい説明だったから，

　　　もう一回してくれるかな　今度は前へ出て来

　　　てやってみて。　４個と言ったけれども，どの

　　　４つかな？途中で５個という言葉も出てきた

　　　けど，どの５個かな？前へ出てきて，指示棒

　　　で指して，もう一回やってくれるかな。

C 23:このお菓子を４個ずつにして，それが，５個

　　　あるから，４が５個だから４×５．

３．活用学習場面１　・・・ステップ③活用A

T ３５：式と図を結びつけて個数の求め方を考えて，

　　　説明をするという勉強をしますね。

　次のおかしの個数を求める式と，考え方を表し

ている図を線で結び，考え方を説明しましょう。

T36:まずは,一人で説明の練習してみましょうか。

　　　前のみらいさんの問題が，ヒントになってい

　　　ると思いますので，これをヒントにしながら，

　　　一人一人まずはつぶやいてもいいですし，頭

　　　の中でまとめてもいいですので，順番に説明

　　　をしてみましょうか。

T37:では，今度は隣同士で説明をしてもらいます

　　　ね。　どうぞ，始めてください。

T38:終わったペアは机を前向きに直します。

T39:一人で説明,ペアで説明が終わりましたので，

　　　今度はみんなの前で説明してもらいますね。

T 40:あおいさんの式が，なぜ⑤になるのですか？

C 24:まず，このままだと計算がしにくいので，こ

　　　この空いているすきまにこのお菓子を付け足

　　　して，６．縦が６で横も６なので，６×６で，

　　　そこからこの余分に足した分を引きたいの

　　　で，余分に足した分の４が1, 2, 3, 4,

　　　４つあるので，そこから引く４×４。で，こ

　　　の式の６×６－４×４になります。

T41:どうですか？

４．活用学習場面２　・・・ステップ④活用B

T ４２：では，応用問題で，あと４つ式を出します。

　　　プリントの裏を見てください。

　次のおかしの個数を求める式と，考え方を表し

ている図を線で結びましょう。

T43:なぜ，この式（６×４－２×２）とこの図（左

　　　から２番目の図）が線で結べるのか，説明で
　　　　きる？

C 25:これが６で，ここが６だ

　　　　から, 1, 2, 3, 4つ

　　　　あるので，６×４。真ん

　　　　中が２回重なっているの

　　　　で，２回目を引かないと

　　　　いけないから，２×２を引きます。

T44:なるほど。分かりやすく説明できましたね。

　　　　　分析①　児童の思考過程を分析すると，下のような

　　・　余分を付け足す式　　　１　から図を

｜　。２回数えた分を引く式　　　判断する。　　｜

分析②　子どもたちの表現力を高めるために「活

用B」として解答理由の説明をさせた。そのとき］

始めは１人で，次に隣同士（志水・二人対話法）

で，最後にみんなの前でというステップを踏んで発表

させたのがよかった。理由を説明させること　　　　　
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が，子どもたちの思考を外化させ，深めさせるこ

随になり，表現力の向上につながった。　　　　

分析③　教科書にはない４つの式と４つの図を線で

結石問題を自作した。子どもだらけ，問題を見た

瞬間日を輝かせた。「え～。」「何これ？」という

つぶやきや問題を見つめる表情から,「面白そう！パ

　同じ標準学力検査の算数の数学的思考力の間題だ

けを取り出し，７月中旬にも検査した。その平均得

点率を比較すると，４月の本学級や全国の平均得点

率の結果を上回り，本学級児童の数学的思考力の高

まりが見られた。（グラフ②）

　　　４月全国平均得点率　４月本学級平均得点率7月本学級平均得点率

　７月に実施した検査問題は，４月に実施したもの

と同じ問題であることが，７月の平均得点率の結果

に影響したと思われる。　しかし，７月の学力検査の

平均得点率の向上から，５年A組の児童の数学的思

考力・表現力が高まったと言える。

　（２）プリントやノートの分析

　　　習熟度の低いA児の表現の変容

ア５月上旬（L字型の立体の求積の説明）

　単元「体積」の実践後，名古屋市数学研究会の作

成した「平成２３年度算数・数学実態調査」の「体

積」の問題を使って本学級で調査した。下はその問

頴とA児の記述内容である。

エ考察

　アのL字型の立体の求積問題の説明は，文章が短

く，内容も読み手には伝わりにくい．「左の式をやっ

て」とはどういうことなのか．「ふふん」とはどこな

のかが分からない．

　しかし，イの８０×２．３の計算の仕方の説明で

は，「つかいにくいから」と理由が説明されており，
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ウ　７月中旬（図と式の結びつきの説明）

　児童の学習状況を把握するために，７月３日の実

践授業の学習内容を基にして，実態調査を作成した。

下はその問題とA児の記述内容である。

みらいさんは，●の個数を数えるのに下の図のよ

引こ線を引いて，求める式を　８×２＋４　と考

えました。みらいさんの考え方を説明しましょう。



８０×２３÷１０＝１８４と式による表現も加わり

表現力の向上が感じられ，考え方も正しい。A児に

は，どのように「つかいにくい」のか, 2.3をど

のように整数にしたのか表現することを指導した。

　ウの図と８×２＋４の結びつきの説明では，文章

が長くなり，「○が２こあり，それが４組ある」とい

うかけ算の概念を理由にして，４×２＝８という式

を導いている。そして，「まえにも」「前をみると」

　「かたまり」と自分なりの表現を使っている。また，

　「式８×２＋４になる。」という結論で文を結石こと

ができている。

　このA児だけでなく，多くの学級児童に文章によ

る表現力の向上的変容があったことからも，児童の

数学的思考力。表現力が高まったことが分かった。

８。研究のまとめー「活用」となる算数的活動－

　　（１）数学的思考力に関して

　　「活用」をA．B．Cの３パターンに分類した。

そして，それぞれに算数的活動を設定し，教科書の

問題を基にした課題を「活用A」「活用B」として授

業で実践してきた。

　活用Aは，既習・習得内容を基にして考える活動

である。児童に考えさせるために図々表，線分図な

どをかかせたり，児童の思考過程に合わせて，問題

の数字や対象物を替えて考えせたりすることである。

　活用Bは，習得したことを基に，活用Aで付いた

力をさらに応用・発展・表現する活動である。

　活用Cは，知識・技能等を実生活の様々な場面に

複合的に使わせたり，課題を構想を立てて解決させ，

その結果を評価・改善させたりする活動である。

　本研究で，単元を構成する１時間の授業を，既習

内容の復習から始め，習得を基に「活用A」と「活

用B」を段階的に一斉指導をすれば，児童の数学的

思考力が向上するという仮説を立てて実践してきた。

　７の検証結果の通り，ほとんどの児童の数学的思

考力に伸びが見られたことから，この手立てが有効

で，仮説が妥当であることが分かった。

　（２）表現力に関して

　　「活用B」として，解決の仕方や解答の理由を記

述させたり，口述させたりする活動を取り入れた。

児童のノートやプリントヘの記述や級友への発表か

ら検証した結果，解法や理由の説明をする「活用B」

は，児童の表現力を高めるのに有効であった。

　説明の活動をさせるには，まず「活用A」で児童

に図や線分図，数直線図などをかかせたり，数式や

言葉，文章で記述させたりして，それを基にして口

述させるという段階が必要であることが分かった。

　また，物事を論理的に説明・表現するには，適切

な接続詞の使用が不可欠である。そのため，「まず」

　「次に」「最後に」「だから」などの接続詞を使って

表現することを指導し，掲示物を作成して教室に掲

示した。その結果，児童は接続詞を使って分かりや

すく説明できるようになってきた。

　さらに，児童にまず自分一人で説明をさせる。そ

して，隣の級友に説明をさ

せる。（志水・二人対話法）

その後，小グループや学級

のみんなの前で説明をさせ

るという段階的な指導が有

効であることが分かった。

　教科書は，児童の

数学的思考力や表現

力を高める学習場面

では，「みらい」「つ

ばさ」「あおい」など

の子どもたちを登場

させて，「みらいさん

の考えと説明」のよ

うに問題解決の道筋

を記載している。

　児童は，その記述

を読んで間題の解決
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策を解釈するように　【算数５上　P32　啓林館】

なっている。それでは，児童の数学的思考力や表現

力を高めるのは難しい。

　そこで，私は授業の始めは児童に教科書を閉じて

おくように指示した。そして，間題だけを児童に示

し，「みらい」や「つばさ」，その他の解法・説明を

児童白身に考えさせた。

　児童が考えるのには手がかりが必要である。考え

る手がかりがなければ自力解決ができない。そこで，

　「活用A」として図々表，線分図，敷直縮図などを

かかせたのである。その結果，児童は「活用B」と

して解法や理由を自分で考え課題を解決し，級友に

説明するのに自分の言葉で説明しようとした。

　児童が自力解決や学級全体での解決をし終えたら，

教科書を開くように指示し「みらい」や「つばさ」

の説明や地の文を読ませて，自力解決や学級全体で

の解決を振り返らせた。その結果，児童自らの考え

やその道筋と，教科書の記述とを比較・確認するこ

とで学びがさらに深まった。

　この教科書の使い方も，児童の数学的思考力や表

現力の伸びに役立ったと考える。

　②児童の思考力・表現力の高める教師の指導技術

　私は，到達度別に学級をグループに分けて少人数

化するのではなく，一斉授業ですべての学級児童の

力を付けたいと考えた。そこで，大学院での講義で



学んだ志水式復唱法の理論を，学級での一斉指導で

実践したところ，確かな手応えを感じた。実践を通

して分かったことが，以下のことである。

　け）発問に対して児童が発言をしたとき，教師は

　　合っているか間違っているかを判定するのでは

　　なく，「なるほど。そう考えたんだ｡」と，まず

　　は発言を受け止める。

　（２）「それってどういうこと？」と切り返し，さら

　　に詳しい説明を児童に求めたり，「なぜその答え

　　になったの？」と理由を説明させたりする。

　（３）一人の児童の発言の後，他の児童はどう考え

　　たかを発言させる。たとえ同じ考えだったとし

　　ても，自分の言葉で表現させる。

　（４）学習のめあてに迫る発言があれば，「○さんの

　　発言聞いてた？もう一度，同じことが言えるか

　　な？」と他の児童に復唱するように促す。

　（５）最後に，その授業のめあてに対するまとめへ

　　と児童を導く。

　このように，教師が発問に対する児童の発言をキ

ャッチし，レスポンスするという指導技術が，一斉

授業での学びに広がりや深まりをもたらし，児童の

授業への参加意識や学習意欲を高めた。そして，数

学的思考力や表現力を鍛えることになると感じた。

せたり，解決の方法や結果の妥当性を評価。改善さ

せたりする「活用C」の指導についても研究したい。
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